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ダ ノ ン ジ ャ パ ン 株 式 会 社  パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン  

「 変 わ る 食 卓 、 か な え た い 食 卓 」  

 

 

実 施 背 景  

 

「 よ り 多 く の 人 々 に 食 を 通 じ て 健 康 を お 届 け す る こ と 」 を 企 業 理 念

に 掲 げ る ダ ノ ン 。 同 社 の 日 本 法 人 で あ る ダ ノ ン ジ ャ パ ン は 、 2 0 1 8

年 4 月 1 2 日 、 日 本 の 消 費 者 の 皆 さ ま の 自 然 や 健 康 へ の こ だ わ り 、

そ し て 、「 自 分 自 身 が 食 べ て い る も の を 納 得 し て 選 び た い 」 と い う

声 に お 応 え す る と 同 時 に 、 引 き 続 き 健 康 的 で 豊 か な 食 生 活 に 貢 献 す

る た め 、 よ り 素 材 に こ だ わ り 、 ま た 、 製 品 の 原 材 料 に 関 す る 情 報 発

信 を 強 化 す る こ と を 発 表 。 新 事 業 方 針 と し て 下 記 の 「 3 つ の お 約

束 」 を 示 し た 。  

 

1 .  素 材 へ こ だ わ り ま す  

す べ て の 製 品 に お い て 、 着 色 料 、 人 工 甘 味 料 、 人 工 香 料 を 使 わ な

い な ど 、 厳 選 さ れ た 原 材 料 に と こ と ん こ だ わ る 形 で 製 品 を お 届 け

す る 。  

2 .  原 材 料 に 関 す る 情 報 発 信 を 強 化 し ま す  

製 品 に 使 用 し て い る 原 材 料 の 原 産 国 を 、ウ ェ ブ サ イ ト で 公 開 す る 。 

3 .  引 き 続 き 、日 本 の 皆 さ ま の 栄 養 ニ ー ズ に お 応 え で き る 製 品 を 開 発

し ま す  

栄 養 補 助 に 必 要 な カ ル シ ウ ム や ビ タ ミ ン D な ど を 強 化 す る 。  

 

今 後 も 、 消 費 者 の ニ ー ズ や ラ イ フ ス タ イ ル は 変 わ り 続 け 、 様 々 な 製

品 や サ ー ビ ス が 開 発 さ れ 、 提 供 さ れ て い く 。 食 品 を 提 供 す る 企 業 と

し て 健 康 で 豊 か な 食 生 活 を ど の よ う に サ ポ ー ト で き る の か 、 ま た よ

り よ い 食 卓 に す る た め に 何 が で き る の か を 考 え る べ く 、 パ ネ ル デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン が 開 催 さ れ た 。  
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実 施 概 要  

 

日 時   2 0 1 8 年 4 月 1 2 日 (木 ) 1 4 : 3 0～ 1 6 : 0 0  

 

場 所   T R U N K ( H O T E L )  3 階  S O R A N I WA  

 

登 壇 者  女 子 栄 養 大 学  栄 養 生 理 学 研 究 室  教 授  上 西 一 弘 先 生  

1 9 8 6 年 、 徳 島 大 学 大 学 院 栄 養 学 研 究 科  修 士 課 程 修 了 。 メ ー カ ー

の 研 究 所 を 経 て 、 1 9 9 1 年 に 女 子 栄 養 大 学 に 勤 務 。 2 0 0 6 年 4 月 よ

り 現 職 。 「 カ ル シ ウ ム の 吸 収 と 利 用 」 「 ラ イ フ ス タ イ ル と 骨 量 」

な ど を 専 門 分 野 と す る 、骨 と 栄 養 の 研 究 に 関 す る 第 一 人 者 。日 本

人 の 食 事 摂 取 基 準 2 0 0 5 年 版 、 2 0 1 0 年 版 、 2 0 1 5 年 版 策 定 ワ ー キ ン

グ メ ン バ ー（ ミ ネ ラ ル ）、骨 粗 鬆 症 の 予 防 と 治 療 ガ イ ド ラ イ ン 作

成 委 員 会 委 員 。  

 

青 果 ミ コ ト 屋  代 表  鈴 木 鉄 平 様  

 3 歳 ま で モ ス ク ワ で 過 ご し 、 帰 国 後 横 浜 で 育 つ 。 ヒ マ ラ ヤ ト レ ッ

キ ン グ に て 触 れ た グ ル ン 族 の プ リ ミ テ ィ ブ な 暮 ら し の 豊 か さ に

惹 か れ 、農 の フ ィ ー ル ド へ 。農 家 を 志 す も 、オ ル タ ナ テ ィ ブ な ス

タ イ ル の 流 通 が 必 要 だ と 感 じ 、2 0 1 0 年 旅 す る 八 百 屋「 青 果 ミ コ ト

屋 」を 立 ち 上 げ る 。自 然 栽 培 の 野 菜 を 中 心 と し た 個 人 宅 配 、飲 食

店 卸 し 、イ ベ ン ト な ど に 出 店 し な が ら 畑 と 食 卓 を 繋 い で い る 。著

書 に 『 旅 す る 八 百 屋 』 が あ る 。  

 

ベ ー ス フ ー ド 株 式 会 社  代 表 取 締 役 社 長  橋 本 舜 様  

新 卒 で 株 式 会 社 デ ィ ー ・ エ ヌ ・ エ ー に 入 社 。 駐 車 場 の シ ェ ア リ

ン グ 事 業 の 立 ち 上 げ 等 を 経 て 、 自 動 運 転 タ ク シ ー の 新 規 事 業 を

担 当 。 退 職 し 、 「 主 食 を イ ノ ベ ー シ ョ ン し て 、 健 康 を 当 た り 前

に 」 を ミ ッ シ ョ ン と す る ベ ー ス フ ー ド 株 式 会 社 を 2 0 1 6 年 4 月 に

創 業 。 栄 養 士 や 食 品 会 社 と 協 力 し て 、 日 常 の 生 活 に 違 和 感 な く

取 り 入 れ ら れ る 世 界 初 の 完 全 栄 養 の 主 食 “ B A S E  P A S T A” を 開

発 。 現 在 、 社 員 1 0 名 で 国 内 で の 普 及 や 海 外 展 開 の 準 備 を 進 め て

い る 。  

 

食 文 化 研 究 家 ・ 料 理 本 編 集 者  畑 中 三 応 子 様  

編 集 プ ロ ダ ク シ ョ ン 「 オ フ ィ ス S N O W」 代 表 も 務 め る 。『 シ ェ フ ・

シ リ ー ズ 』 と 『 暮 し の 設 計 』 編 集 長 を 経 て 、 プ ロ 向 け の 専 門 技 術

書 か ら 初 心 者 向 け の 家 庭 料 理 レ シ ピ ブ ッ ク ま で 、幅 広 く 料 理 書 を
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手 が け る か た わ ら 、 近 現 代 の 食 文 化 を 研 究 ・ 執 筆 。 著 書 に 『 フ ァ

ッ シ ョ ン フ ー ド 、 あ り ま す 。 』『 体 に い い 食 べ 物 は な ぜ コ ロ コ ロ

と 変 わ る の か 』『 カ リ ス マ フ ー ド ― ― 肉 ・ 乳 ・ 米 と 日 本 人 』 な ど

が あ る 。  

 

ダ ノ ン ジ ャ パ ン 株 式 会 社  代 表 取 締 役 副 社 長  松 田 実  

大 学 卒 業 後 、 1 9 8 6 年 に プ ロ ク タ ー ・ ア ン ド ・ ギ ャ ン ブ ル ・ ジ ャ パ

ン 株 式 会 社 （ P & G） 入 社 。 ア ジ ア 地 区 購 買 担 当 デ イ レ ク タ ー お よ

び 、日 本 ・ 韓 国 地 区 ロ ジ ス テ ィ ク ス 担 当 デ イ レ ク タ ー な ど 実 績 を

積 ん だ 後 、ダ ノ ン ジ ャ パ ン ・ 購 買 担 当 デ イ レ ク タ ー と し て 、 2 0 1 0

年 に ダ ノ ン ジ ャ パ ン 株 式 会 社 に 入 社 。そ の 後 、ダ ノ ン ・ ア ジ ア パ

シ フ ィ ッ ク 地 区 、 乳 製 品 購 買 部 統 括 を 経 て 、 現 職 に 至 る 。  

 

司 会 者  世 代 ・ ト レ ン ド 評 論 家  牛 窪 恵 様  

    イ ン フ ィ ニ テ ィ 代 表 取 締 役 。 同 志 社 大 学 ・ 創 造 経 済 研 究 セ ン タ

ー 「 ビ ッ グ デ ー タ 解 析 研 究 会 」 部 員 。 大 学 卒 業 後 、 大 手 出 版 社

に 入 社 。 フ リ ー ラ イ タ ー を 経 て 、 2 0 0 1 年 4 月 、 マ ー ケ テ ィ ン グ

を 中 心 に 行 う 有 限 会 社 イ ン フ ィ ニ テ ィ を 設 立 。 著 書 も 数 多 く 、

「 お ひ と り さ ま （ マ ー ケ ッ ト ）」（ 2 0 0 5 年 ）、「 草 食 系 （ 男 子 ）」

（ 2 0 0 9 年 ） は 、 新 語 ・ 流 行 語 大 賞 に 最 終 ノ ミ ネ ー ト 。 テ レ ビ コ

メ ン テ ー タ ー と し て も 活 躍 中 。  

 

開 会 の 挨 拶  松 田 実  

 

私 た ち が 一 緒 に 築 い て い き た い 未 来 の 食 卓 と は 。 食 の ト レ ン ド や ラ

イ フ ス タ イ ル は 変 わ り 続 け る が 、 将 来 の 日 本 に と っ て 一 番 良 い 食 卓

と は 何 か を 今 日 は 議 論 し て い き た い 。  

 

 

基 調 講 演  畑 中 三 応 子 氏  

 

フ ァ ッ シ ョ ン フ ー ド と し て の 健 康 食  

 こ こ 数 年 、 消 費 の 形 態 が 「 モ ノ 消 費 」 か ら 「 コ ト 消 費 」 に 変 わ っ

た と が よ く 言 わ れ て い る が 、 食 べ 物 に 関 し て は 以 前 か ら 「 コ ト 消

費 」 や 「 物 語 消 費 」 に な っ て い た 。  

 食 う や 食 わ ず の 時 代 に は 量 の 確 保 に 比 重 が お か れ 、 量 が 満 た さ れ

る と 次 に は 食 品 と し て の 質 、 と り わ け 栄 養 が 問 題 に な る 。 そ し て 栄

養 が 満 た さ れ た 後 に 追 求 さ れ る 食 、 こ れ は 味 よ り も 情 報 、「 モ ノ 」
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よ り も 物 語 や 体 験 と い っ た 「 コ ト 」 と し て の 食 で あ る 。 味 覚 を 楽 し

む の で は な く 、 ポ ッ プ カ ル チ ャ ー の よ う に 消 費 さ れ る 食 を 「 フ ァ ッ

シ ョ ン フ ー ド 」 と 名 付 け た 。  

 健 康 情 報 や 健 康 食 は 、 本 来 な ら ば フ ァ ッ シ ョ ン の よ う な 一 過 性 の

は や り す た り と は 対 極 に あ っ て ほ し い も の だ が 、 じ つ は フ ァ ッ シ ョ

ン フ ー ド を 語 る 上 で 重 要 な 一 角 を 担 っ て い る 。 健 康 食 の 変 遷 に つ い

て 、 時 代 を 追 っ て 見 て い き た い 。  

 

明 治 維 新 か ら 戦 後 ま で の 栄 養 摂 取 の 流 れ  

 日 本 の 近 代 、 明 治 維 新 か ら 現 在 ま で 約 1 5 0 年 の 食 の 変 遷 を た ど る

と 、 い か に 体 に 良 い 食 べ 物 の 流 行 が 多 か っ た か が わ か る 。 フ ァ ッ シ

ョ ン フ ー ド と は 、 ト レ ン ド が 目 ま ぐ る し く 変 わ る も の な の だ が 、 今

日 ま で 変 わ ら な い 一 つ の 要 因 が 「 体 に 良 い 」 と い う キ ー ワ ー ド 。  

 近 代 化 に よ っ て 日 本 の 食 は 大 転 換 し 、 そ の 二 大 要 素 は 「 肉 食 解

禁 」 と 「 乳 製 品 の 取 り 入 れ 」 で あ っ た 。 明 治 の 新 政 府 は 、 日 本 人 の

体 格 ・ 体 力 増 進 を 目 指 し て 食 の 西 洋 化 を 推 し 進 め た の だ 。 肉 食 は 江

戸 時 代 に も 行 わ れ て い た の で ス ム ー ス に 受 け 入 れ ら れ た が 、 乳 製

品 、 特 に 牛 乳 に つ い て は 牛 の 血 液 で あ り 穢 れ で あ る と い う 認 識 が あ

り 敬 遠 さ れ て い た 。 そ れ を 払 拭 し た の が 牛 乳 の 滋 養 強 壮 の 効 果 。 牛

乳 は 、 万 病 に 効 く 妙 薬 と し て 登 場 し た 元 祖 ス ー パ ー フ ー ド な の で あ

る 。  

 大 正 時 代 に 入 る と 、 医 学 や 生 理 学 の 一 部 で あ っ た 栄 養 学 が 、 一 つ

の 学 問 と し て 確 立 す る 。 食 べ 物 を 、 カ ロ リ ー と 栄 養 素 に 還 元 し て 合

理 的 に 摂 取 す る 考 え 方 が 広 ま っ た の だ 。 ま た 新 聞 に 家 庭 欄 が 設 け ら

れ 、 主 婦 向 け に 栄 養 バ ラ ン ス を 考 慮 し た レ シ ピ が 毎 日 掲 載 さ れ る よ

う に も な っ た 。  

 高 等 女 学 校 で も 栄 養 学 が 重 視 さ れ 、 女 性 た ち 、 つ ま り 家 庭 の 主 婦

が 家 族 の 栄 養 と 健 康 の 管 理 者 で あ る と い う 認 識 が 強 ま っ た の で あ

る 。  

 し か し 戦 争 が 始 ま る と 食 糧 難 が 続 き 、 健 康 ブ ー ム は 一 旦 リ セ ッ ト

さ れ る 。 戦 争 直 後 も 餓 死 や 栄 養 失 調 が 続 出 し 、 日 本 人 の 栄 養 状 態 が

ど ん 底 に な る 。 そ ん な さ な か 、 昭 和 2 0 年 代 の 前 半 に 「 栄 養 改 善 運

動 」 が ス タ ー ト 。 当 時 の 日 本 人 の 摂 取 カ ロ リ ー の 9 割 近 く を 炭 水 化

物 が 占 め て い た の で 、 主 食 を 減 ら し て 副 食 を 増 や し 、 た ん ぱ く 質 、

脂 質 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル を 増 や す こ と を 目 標 に 掲 げ た 。 当 時 の 食

卓 を 担 っ て い た の は 家 庭 の 主 婦 た ち で あ り 、 主 婦 た ち が “ 食 卓 の 復

興 ” を 果 た し た と 言 え る 。 1 9 5 2 年 に は 「 栄 養 改 善 法 」 が 公 布 ・ 施

行 さ れ る 。  
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食 べ 方 と 働 き 方 が 直 結 し て い る 時 代  

 高 度 経 済 成 長 と は 、 じ つ は 高 度 栄 養
、 、

成 長 の 時 代 で も あ っ た 。 そ の

背 景 は 4 点 。 第 一 に 肉 ・ 乳 製 品 ・ 卵 の 摂 取 量 の 増 加 、 第 二 に 加 工 食

品 、 特 に イ ン ス タ ン ト 食 品 の 増 加 、 第 三 に 外 食 費 の 増 加 、 第 四 に 家

庭 で の 米 消 費 の 停 滞 。 こ の 時 期 、 急 ピ ッ チ で 食 の 西 洋 化 が 推 し 進 め

ら れ た の で あ る 。 そ の 証 拠 に 、 米 の 一 人 当 た り の 年 間 消 費 量 は 、

1 9 6 2 年 の 1 1 8 . 3 キ ロ を ピ ー ク に 減 少 し て い る 。 生 活 が 向 上 す る に

つ れ て 、“ ご 飯 食 い ” か ら “ お か ず 食 い ” に な っ て い っ た と 考 え ら

れ る 。  

 1 9 7 0 年 代 に 入 る と 、 公 害 や 環 境 汚 染 が 社 会 問 題 化 す る 。 食 品 添

加 物 を 有 害 物 質 と み な す 傾 向 が 強 ま り 、「 自 然 ＝ 安 全 」「 人 工 ＝ 危

険 」 の 二 元 論 が 噴 出 し た 。 そ し て 、 紅 茶 き の こ や 霊 芝 、 ア ロ エ な ど

の 自 然 食 品 の ブ ー ム が 起 こ る 。 昨 今 、 理 想 的 な 栄 養 バ ラ ン ス で あ

り 、 日 本 型 食 生 活 の モ デ ル と さ れ て い る の が 1 9 7 5 年 く ら い の 食

卓 。 1 9 7 5 年 は 、 戦 後 、 専 業 主 婦 率 が ピ ー ク に な っ た 年 で あ り 、 経

済 格 差 が 最 も 小 さ く な っ た 時 期 で も あ る 。 つ ま り 、 一 億 総 中 流 意 識

に よ り 、 家 庭 料 理 に 手 間 も コ ス ト も か け ら れ た 時 代 と も 言 え る 。  

 1 9 8 0 年 代 は 「 飽 食 の 時 代 」。 バ ブ ル 景 気 も あ い ま っ て 、 グ ル メ 化

と と も に ヘ ル シ ー 化 も 顕 著 に な っ た 。 そ の 一 端 と し て は 、 栄 養 ド リ

ン ク や 栄 養 補 助 食 品 の よ う な 、 食 べ る だ け ・ 飲 む だ け の お 手 軽 栄 養

食 品 の 開 発 が あ る 。 健 康 を 企 業 に 外 注 で き る 時 代 の 到 来 だ 。  

 1 9 8 4 年 に は 国 の 栄 養 政 策 が 成 人 病 の 予 防 へ と 転 換 。 1 9 9 0 年 代 に

粗 食 ブ ー ム が 起 こ る 。 1 9 9 1 年 に は 特 定 保 健 用 食 品 (ト ク ホ )が 法 制

化 さ れ 、 1 9 9 6 年 に 成 人 病 が 生 活 習 慣 病 と 呼 び 名 が 変 わ る 。 こ の 一

連 の 流 れ に よ っ て 、 ヘ ル シ ー ブ ー ム が 一 層 加 速 す る の で あ る 。  

 そ の 後 、 情 報 カ オ ス の 時 期 を 経 て 、 2 0 1 0 年 代 に は 科 学 的 な エ ビ

デ ン ス が 重 要 視 さ れ る よ う に は な っ た も の の 、 情 報 の 発 信 源 が イ ン

タ ー ネ ッ ト に シ フ ト し た た め 、 情 報 の 信 頼 性 が 担 保 で き な く な っ て

い る 。 健 康 情 報 が ネ ッ ト 上 で 多 発 し 分 散 す る こ と に よ っ て 、 ひ と つ

ひ と つ の 情 報 が 局 所 的 な も の に な っ て い る の が 今 の 状 況 で あ る 。  

 経 済 格 差 が 健 康 格 差 に 比 例 す る と い う 問 題 が あ る 一 方 で 、 経 済 的

に は 満 た さ れ て い て も 、 仕 事 が 忙 し く て 食 に 費 や す 時 間 が 十 分 に と

れ な い と い う 問 題 が 、 特 に 働 く 女 性 を 中 心 に 起 き て い る 。 今 の 時

代 、「 何 を ど う 食 べ る か 」 は 「 ど う 働 く か 」 と 同 義 で あ り 、 食 べ 方

と 働 き 方 が 直 結 し て い る と 感 じ る 。 き ち ん と 食 べ る に は 、 働 き 方 を

変 え る こ と か ら 始 め な く て は な ら な い の で は な い か 。  
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 健 康 的 な 食 べ 物 を 選 び 、 お い し く 楽 し く 食 べ る ゆ と り を 持 つ た め

に は 、 社 会 の 力 、 企 業 の 力 を い か に 活 用 し て い く か が 、 今 後 ま す ま

す 重 要 な 課 題 に な っ て く る と 思 う 。  

 

 

 

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン (敬 称 略 )  

 

牛 窪  ま ず は 、 畑 中 さ ん の 講 演 の 感 想 を 。  

 

橋 本  健 康 情 報 を 「 フ ァ ッ シ ョ ン フ ー ド 化 」 し て ほ し く な い と い う

こ と に 同 感 。 健 康 情 報 に 飛 び つ い て し ま う の は 問 題 だ 。  

「 丁 寧 に 暮 ら し た い し 、 健 康 志 向 だ け ど 、 共 働 き 」 と い う 矛 盾 を 抱

え て い る 現 代 人 に 向 け て 、 体 に よ く て お い し く て 簡 単 と い う 、 三 拍

子 そ ろ っ た 商 品 を 作 る の が 弊 社 の 目 指 す と こ ろ 。  

 

上 西  食 の 重 要 性 に つ い て は 昔 か ら 言 わ れ て い て 、 食 に 携 わ る 者 と

し て は 、 ど う 実 践 し て 一 般 の 人 に 展 開 し て い く か が 大 切 だ と 考 え て

い る 。女 子 栄 養 大 学 の 建 学 の 精 神 は「 食 は 命 な り 」、私 の 母 校・徳 島

大 学 医 学 部 の 栄 養 学 科 の 教 育 理 念 は「 食 律 生 命 」(食 が 命 を 律 す る )。

命 や 健 康 に つ な が る 食 を 考 え て い か な く て は な ら な い と 感 じ た 。  

 

鈴 木  野 菜 の 栄 養 素 よ り も 、 生 産 の 背 景 や ス ト ー リ ー を 知 っ て 、 食

べ る こ と で 充 足 感 が 得 ら れ る と い う 、 畑 中 さ ん の 言 う フ ァ ッ シ ョ ン

フ ー ド 的 な 買 い 方 が 増 え て い る と 、 自 分 で も 感 じ て い る 。  

 

牛 窪  食 卓 の 理 想 と 現 実 の ギ ャ ッ プ を 考 え る と き に 、 多 忙 さ に よ っ

て 食 が 疎 か に な る ジ レ ン マ を 抱 え て い る の は 働 く 女 性 。 畑 中 さ ん は

そ の ジ レ ン マ を ど う 見 て い る か 。  

 

畑 中  一 般 的 に は 、 高 学 歴 で 働 く 女 性 た ち は 栄 養 知 識 が 豊 富 。 そ れ

だ け に 、 実 践 で き な い ジ レ ン マ が 強 い 。 食 べ る こ と が 苦 し い の は よ

く な い こ と 。 家 事 労 働 時 間 の 男 女 比 率 が 昔 か ら ほ ぼ 変 化 が な い こ と

も 、 働 く 女 性 の 食 を 考 え る 上 で は 問 題 だ 。  

 

牛 窪  テ ー マ で も あ る 「 叶 え た い 食 卓 」 に つ い て 、 食 の プ ロ と し て

ど ん な サ ポ ー ト を し て い き た い と 思 う か 。  
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松 田  ヨ ー ロ ッ パ の 企 業 と し て 弊 社 が 日 本 で 価 値 を 生 み 出 す た め

に は 、 人 間 と 地 球 の 健 康 を 両 立 で き る 商 品 を 提 供 す る こ と 。 社 員 全

員 で 答 え を 見 つ け な け れ ば な ら な い と 考 え て い る 。 現 状 、 プ ラ ス テ

ィ ッ ク 容 器 を 使 っ て い る の で 、 こ れ も 見 直 し て い き た い 。  

栄 養 価 が 高 く 、 体 に い い も の を 手 軽 に 取 り 入 れ た い と い う ニ ー ズ は

確 実 に あ る 。 製 品 を 通 じ て こ の ニ ー ズ に 応 え る こ と で 、 豊 か な 食 が

で き る 環 境 を 作 っ て い き た い 。 プ ロ セ ス が 見 え に く い 加 工 食 品 は 、

積 極 的 な 情 報 提 供 に よ っ て 、 そ の ニ ー ズ と の 距 離 を 埋 め な く て は な

ら な い 。  

 

鈴 木  無 農 薬 で 肥 料 を 使 わ ず に 育 て た 野 菜 は 、 市 場 で も 「 虫 食 い が

あ る 」「 色 つ や が よ く な い 」「 形 が 悪 い 」 と 安 く 買 い た た か れ て し ま

う 。 す る と 収 量 も 減 り 、 農 家 が 成 り 立 た な く な る 。 消 費 者 の 意 識 を

変 え る 必 要 が あ り 、 そ う い う 八 百 屋 が 必 要 だ と 思 っ て い る 。  

自 分 は 、 子 ど も の こ ろ 、 母 親 に 「 こ れ は 体 に い い 」 と 教 え て も ら っ

て い た 。 豊 か な 食 生 活 だ っ た の だ と 、 今 に な っ て 思 う 。 楽 し く 、 前

向 き に 食 べ る こ と が 大 事 。 そ う い う 意 味 で も 、 台 所 を 担 う 人 の 存 在

は 大 切 だ と 感 じ て い る 。  

 

橋 本  “ B A S E  P A S T A”開 発 の 原 点 と し て 、自 分 も 忙 し い ビ ジ ネ ス パ ー

ソ ン で あ り 、 効 果 的 な 栄 養 バ ラ ン ス の 取 り 方 を 考 え て い た 。 た と え

ば 、 フ ァ ス ト フ ー ド の ハ ン バ ー ガ ー を 食 べ た と し て も 、 そ の パ ン 自

体 の 栄 養 バ ラ ン ス が 整 っ て い た ら い い の で は な い か 。 そ う 考 え た 。

専 業 主 婦 の 方 も 、 夫 や 子 供 が 優 先 で 、 自 分 の 食 事 が 後 回 し に な る こ

と が 多 い と 聞 い た 。そ う い う 人 た ち に も「 B A S E  P A S T A」は 広 が っ て い

る 。  

弊 社 は 食 品 メ ー カ ー で は な く 食 生 活 会 社 。 食 品 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 併 せ て 、 ラ イ フ ス タ イ ル の 提 案 を し て い き た い 。  

 

畑 中  朝 日 新 聞 の 「 我 が 家 の お か ず 」 ア ン ケ ー ト の 一 位 は カ レ ー ラ

イ ス だ っ た 。ル ー を 入 れ て 作 る だ け の 簡 単 な 料 理 だ が 、“作 っ て い る

感 ” は あ る 。 消 費 者 は 、“ B A S E  P A S T A” に も 同 じ メ リ ッ ト を 感 じ て い

る の で は な い か 。 調 理 の 達 成 感 と 簡 便 さ 、 栄 養 バ ラ ン ス が 含 ま れ て

い る 点 が イ ン ス タ ン ト 食 品 と の 決 定 的 な 違 い 。  

 

牛 窪  日 本 人 の 栄 養 摂 取 状 況 に つ い て は ど う か 。 ま た 将 来 の リ ス ク

が あ れ ば 指 摘 し て も ら い た い 。  
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上 西  不 足 し て い る 代 表 的 な 栄 養 素 は 二 つ あ る 。 一 つ は カ ル シ ウ ム 。

メ タ ボ 検 診 に よ っ て エ ネ ル ギ ー 制 限 が 必 要 に な っ た 人 た ち が 、 乳 製

品 を 敬 遠 し た こ と が 要 因 の 一 つ 。一 日 あ た り 6 0 0～ 7 0 0 m g の 摂 取 が

必 要 な と こ ろ 、 5 0 0 m g ほ ど で あ る の が 現 状 。カ ル シ ウ ム を 手 軽 に 摂

る た め に 、 デ ン シ ア は 有 用 だ と 思 う 。 不 足 し て い る 栄 養 素 の 二 つ め

は ビ タ ミ ン D。 主 な 供 給 源 は 魚 だ が 、 魚 離 れ が 進 ん で い る の が 問 題

だ 。ま た 、ビ タ ミ ン D は 紫 外 線 に 当 た る こ と で 作 ら れ る も の で も あ

る が 、 紫 外 線 を 避 け る 傾 向 が 強 く な っ て い る 。 天 日 干 し の 干 し 椎 茸

に も ビ タ ミ ン D は 多 く 含 ま れ る が 、最 近 は 乾 燥 椎 茸 が 多 く 期 待 は で

き な い 。 今 す ぐ に 健 康 が 損 な わ れ る こ と は な い が 、 将 来 的 に は 骨 や

筋 肉 の 低 下 、 認 知 症 や が ん の リ ス ク に も つ な が る 可 能 性 が あ る こ と

を 知 っ て お い て ほ し い 。  

 

橋 本  現 状 の “ B A S E  P A S T A” は 、 2 0 1 5 年 版 の 「 日 本 人 の 食 事 摂 取 基

準 」 に 則 っ て 作 っ て い る 。 新 し い 版 が 出 れ ば 、 そ れ を 商 品 に 反 映 さ

せ て い く 。 弊 社 は 、 栄 養 に お け る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 、 イ ン タ ー フ ェ

イ ス に な り た い と 思 っ て 取 り 組 ん で い る 。  

 

鈴 木  自 然 の 力 だ け で 育 っ た 野 菜 と い う の は 、 オ シ ャ レ に は な ら な

い 。 現 状 は 、 オ ー ガ ニ ッ ク に 興 味 の あ る 人 た ち が 積 極 的 に 買 っ て い

る 。 今 は 、 ス ポ ー ツ や ア ー ト の イ ベ ン ト な ど 、 こ れ ま で と は 畑 違 い

の と こ ろ に 出 店 し て 、 間 口 を 広 げ た い と 思 っ て い る 。 き れ い な パ ン

フ レ ッ ト を 作 る な ど 、 今 の 時 代 に 必 要 な 伝 え 方 で 、 野 菜 に 興 味 を 持

つ 人 を 増 や し た い 。  

 

牛 窪  食 情 報 が 氾 濫 す る 中 、 消 費 者 の 栄 養 意 識 に つ い て の 二 極 化 は

さ ら に 進 む だ ろ う 。 解 消 法 は 。  

 

畑 中  2 0 1 0 年 代 か ら 、医 師 や 学 者 が エ ビ デ ン ス に 基 づ い て 書 く ダ イ

エ ッ ト 本 が 増 え た 。 た だ し 、 一 般 消 費 者 が エ ビ デ ン ス を 追 求 す る の

は 無 理 が あ る 。 情 報 に 右 往 左 往 せ ず 、 食 材 を バ ラ ン ス よ く 食 べ る 、

親 が 体 に い い 食 べ 合 わ せ だ か ら と 勧 め た も の を 食 べ る な ど 、 シ ン プ

ル で 身 近 な ア ド バ イ ス を 信 頼 し て も い い の で は な い か 。  

 

上 西  昨 今 は 牛 乳 、 砂 糖 、 小 麦 な ど 、 白 い 食 材 が 攻 撃 さ れ る 傾 向 に

あ る が 、 誤 っ た 情 報 も 中 に は あ る 。 完 全 栄 養 食 品 で は な い が 、 牛 乳

も 米 も 卵 も 優 れ た 食 品 だ 。 食 材 そ れ ぞ れ に い い 栄 養 素 が 含 ま れ て い

る の で 、 毎 日 い ろ ん な も の を 食 べ る の が 体 に は い い は ず 。 少 な く と
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も 「 こ う い う も の を 食 べ ま し ょ う 」 と 推 奨 で き る 食 品 を コ ン ス タ ン

ト に 摂 る 食 生 活 な ら 、 健 康 に 悪 い こ と は な い 。  

 

牛 窪  超 高 齢 化 社 会 に 突 入 す る 「 2 0 2 5 年 問 題 」、 全 人 口 の 半 数 が お

ひ と り さ ま に な る 2 0 3 0 年 。 地 球 環 境 の 課 題 も ま す ま す 深 刻 化 し て

く る 。 5 年 後 の 食 生 活 に つ い て 、 一 消 費 者 と し て ど う 考 え る か 、 ま

た プ ロ と し て ど う 貢 献 し た い か 。  

 

畑 中  「 昔 は よ か っ た 」 と 言 わ れ る け れ ど 、 食 に お い て も 過 去 よ り

現 在 の 方 が 良 く な っ て い る 。 外 食 も 豊 か に な り 、 加 工 食 品 の 質 も 上

が っ て い る の で 、 5 年 後 に は 今 よ り 良 く な っ て い る は ず 。  

一 消 費 者 と し て は 、「何 を 食 べ る か 」以 上 に「 誰 と 食 べ る か 」を 大 切

に し た い 。「 孤 食 」に 対 し て「 共 食 」と い う 言 葉 が あ る よ う に 、共 食

が 進 ん で い く と 思 う 。  

 

上 西  2 0 年 く ら い 前 か ら 朝 食 を 食 べ な い 子 が 増 え 、今 で は 、朝 食 を

食 べ な い 世 代 が 親 に な っ て い る 。 今 後 は 、 家 庭 で 料 理 す る 人 と ま っ

た く 料 理 を し な い 人 に 分 か れ る と 思 う 。 あ ら ゆ る 人 に 栄 養 指 導 を す

る 必 要 が 出 て く る の で 、 エ ビ デ ン ス よ り も オ ー ダ ー メ イ ド と い う 考

え 方 が 課 題 に な る だ ろ う 。  

 

鈴 木  食 卓 に 並 ぶ も の が 、 ど こ で 誰 が 作 っ て ど こ か ら 来 て い る の か 。

そ の ス ト ー リ ー を 知 る こ と は 、豊 か な 食 卓 に つ な が る 。こ の よ う な 、

野 菜 に 宿 る ぬ く も り を 伝 え る こ と が で き れ ば 、 フ ー ド ロ ス も 減 ら せ

る と 思 う 。  

農 業 に つ い て は 、 取 引 し て い る 約 2 0 0 件 の 農 家 さ ん の 6 割 が 6 0 歳

を 超 え て い て 高 齢 化 は 深 刻 だ 。 そ の 一 方 で 、 新 規 就 農 希 望 者 は 増 え

て い る が 、 実 際 に は ハ ー ド ル が 高 く サ ポ ー ト も 少 な い 。 耕 作 放 棄 地

の 問 題 も あ る の で 、 こ れ ら の マ ッ チ ン グ を す る の が ミ ッ シ ョ ン だ と

考 え て い る 。  

 

橋 本  将 来 的 に は 、 健 康 情 報 や 栄 養 情 報 が パ ー ソ ナ ル 化 さ れ る 時 代

に な る と 思 う 。 一 人 一 人 に 適 切 な 情 報 を 届 け ら れ る 仕 組 み を 作 る べ

き 。  

視 野 を 広 げ て 考 え る と 、人 生 1 0 0 年 時 代 を 迎 え 、世 界 の 人 口 は 9 0 億

人 に な る と 言 わ れ て い る 。 健 康 や サ ス テ ィ ナ ブ ル な 社 会 と い う こ と

は 、 す べ て の 人 が 考 え な く て は な ら な い 問 題 に な る だ ろ う 。  
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松 田  そ の 時 代 に お け る 問 題 は 、 常 に 革 新 と イ ノ ベ ー シ ョ ン で 克 服

し て き た 。 5 年 後 に は 、 こ れ ま で に 見 た こ と の な い 食 品 も 登 場 す る

だ ろ う 。 自 分 に と っ て 何 が 大 事 か 、 ど う 選 択 す る か を 個 人 個 人 が 考

え ざ る を 得 な い 時 代 に な る 。  

 

畑 中  こ と ヨ ー グ ル ト に つ い て 言 え ば 、 日 本 で 最 初 に ブ ー ム に な っ

た の は 大 正 時 代 。 不 老 長 寿 の 妙 薬 と し て 燦 然 と 登 場 し た 。 今 は 、 ヨ

ー グ ル ト の 健 康 価 値 は 浸 透 し て い る の で 、 健 康 維 持 食 品 と し て 企 業

へ の 期 待 は 大 き い と 思 う 。  

健 康 情 報 に つ い て は 、ど ん な に 冷 静 な 人 で も 冷 静 さ を 失 っ て し ま う 。

今 後 ま す ま す 増 加 す る 健 康 情 報 に 振 り 回 さ れ な い よ う に 、 食 に 対 す

る 価 値 観 を 身 に つ け る こ と が 必 要 。  

 

 


